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　The grip of the power tool was evaluated from the viewpoint of ergonomics. Ten subjects grasped the improved screwdriver (tool A) 
whose grip was created to minimize slippage and two commercial screwdrivers (tool B and tool C), and the electromyogram (EMG), 
three-dimensional motion, and subjective evaluation were measured. Each subject performed three activities: stillness at elbow height, 
stillness at shoulder height, and motion. As a result, tool A showed significantly lower %MVC than other tools, and there was no significant 
difference between tools in the quantity of motion. It is suggested that the load of muscles during holding of the tool decreased due to the 
minimal slippage of the improved grip.
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No. 年齢 利き手 肩峰高※ 肘頭高※ 上肢長 前方上腕長 第三指手長 手幅 身長 握力
1 18 右 1377 1054 707 440 185 79 1682 38.0
2 23 右 1311 988 691 410 180 76 1602 36.0
3 22 右 1412 1074 754 463 194 84 1730 39.0
4 26 左 1434 1063 784 448 188 76 1705 35.5
5 19 右 1465 1087 790 472 191 80 1804 47.0
6 19 右 1367 1054 740 454 200 83 1680 45.0
7 22 右 1338 1023 714 430 183 76 1651 38.0
8 22 右 1422 1094 743 450 198 82 1738 44.0
9 21 右 1446 1085 754 460 195 78 1727 43.5
10 21 右 1408 1038 758 461 194 86 1730 62.0
平均 21.3  　 1398.0  1052.8  743.5  448.8  190.8  80.0  1704.9  42.80 
肩峰高から身長まで単位は㎜，握力は㎏。肩峰高と肘頭高は靴を履いた状態で測定。
図１．スクリュードライバ（左）とその把持例（右）
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4.　考察
　筋電図の結果において動作の条件や筋部位により異なる
ものの、工具A－BやA－Cの間に有意な差が認められた。
工具Aは肘静止条件で長橈側手根伸筋、腕橈骨筋において
筋活動が少なく、肩静止条件では長橈側手根伸筋、橈側手
根屈筋、尺側手根屈筋において、動作条件では腕橈骨筋に
おいて少なかった。つまり、工具Aを把持した際の筋活動
量は、一部ながら他の工具よりも少なかったといえる。三
次元動作分析による工具の先端移動距離の結果から見ると、
工具間における有意な差は認められていない。したがって、
工具間における筋活動量の違いは、作業量の違いによるも
のではなく工具の滑りやすさや持ちやすさといった把持に
関わる要因によるものであると推察される。
　肘静止条件や肩静止条件において活動が少なかった長橈
側手根伸筋は手首の背側屈曲（背屈）において強く働き、
「手を握るのを助ける筋」とも言われる(9)。スクリュード
ライバを静止して把持するためには、手首を背屈させ握力
を発揮させる必要がある。滑りやすく持ちにくい工具では、
把持姿勢を安定させるためにさらに強い力が必要となるた
めに、筋活動の違いとなって現れることが予測された。工
具Aは主観申告にも表れているように、工具Bや工具Cよ
りも滑りにくくて持ちやすいと評価されている。したがっ
て、工具Aはそのグリップ部分の工夫による滑りにくさが
筋活動を減らし、他の工具よりも筋負担が少なくなったと
考えられる。
　さらに、関節を固定するためには各部位の筋肉が同時に
収縮することとなるが、滑りやすければ関節の固定におい
ても困難となるために様々な部位の筋活動に影響を及ぼす
ことが予測された。腕橈骨筋は長橈側手根伸筋らとともに
肘関節を屈曲させる際に働く。また、橈側手根屈筋や尺側
手根屈筋は、長橈側手根伸筋とは逆に手首の掌側屈曲（掌
屈）へ働く。これらの筋肉において特に肩静止条件や動作
条件において有意な差が認められたのは、関節を固定する
ために筋活動が高まったことが原因と言えよう。
　本実験では、肘静止条件、肩静止条件、動作条件という
3種類の作業を行わせた。実際に使用する際の作業で最も
現れる可能性が高いのは肘静止条件のような姿勢だと考え
られたが、肩のような高い位置での作業や、工具操作にお
ける上下動なども実際には想定される動作である。いずれ
にしても、本実験で被験者がしたのは把持したままで静止
か動かすかという作業であり、実際に工具の操作はしてい
ない。工具の操作に対する習熟性が結果に影響を及ぼさな
いように考慮したためである。結果として、動作条件より
も肘静止や肩静止条件の方が筋活動の差異が多く現れた。
つまり、グリップ部分の把持性を検討するには、動作を伴
うようなものよりも、静止させた方が差を見いだしやすい。
動作をさせたり、大きく動くような作業をさせたりする場
合は、グリップ性の差異を超えて大きな把握力を持って把
持するためと考えられる。
　今回の結果を総合的に見れば、グリップ部分に滑りにく
い加工を施した工具Aは他の工具よりも筋負担が少なかっ
た。実験では安定した筋電図を得るために評価する時間は
10秒から30秒としたが、実際の使用現場を想定すると、
動作や休憩を伴うにせよかなり長時間にわたって使用され
るはずである。したがって、実使用現場ではさらにその影
響が増大し、筋疲労へと繋がることが予想される。本実験
結果から、グリップ部分における僅かな加工でも使用中の
負担を軽減し、使いやすさの向上へと繋がる可能性がある
ことが示唆された。
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